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＜全国学力・学習状況調査の結果から＞ 

（１）全体（県との比較，経年比較から） 

   全体的に国や県と比較して良好である。特に「数量関係」領域で県を上回る設問が多く，式やグラフ

の読み取りが良好である特徴が見られた。また，算数 B での伸びが見られ，思考力や思考する態度の

育成に成果が見られる。一方で，基礎的・基本的な知識の理解について，特定の問題で県を下回るも

のもあり，意味を伴った理解については課題である。 

 

（２）良好といえる点（◇は，昨年度，今年度ともに良好な点） 

・基本的な四則計算について，正しく答えを求めることができる。（◇）   

・三角定規における補角を求めることができる。 

・基本的な平面図形の定義や性質について理解している（◇） 

・立方体を展開図から構成できる。 

 

（３）課題点及び指導のポイント 

①割合の意味を理解している（◆） 

○問題Ａ9(1)                         ○問題Ｂ5(1)  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・割合の指導では，基準量と比較量を強く意識させて問題場面を把握させることが必要である。 

・テープ図や線分図に表現する活動をできるだけ取り入れ，割合のイメージを自分なりに理解

させることが大切である。 

 

 

 

小学６年 算数 

☛分析 

問題場面より「基準量」と「比較量」をとらえることや，割合の意味と図が対応していな

いのではないかと思われる 
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②分数の表し方や意味を理解している。 

○問題Ａ2(1) 
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指導改善のポイント 

・商分数の指導場面では，除法の立式を丁寧に扱い，意味をしっかり指導することが大切であ

る。その際，図をかく活動を取り入れるなど，何が除数なのかを児童が正しく判断できるよ

うにすることが大切である。 

・出ている数値をそのまま式にするのではなく，「数量の関係を考えてみる」ことや「求めた答

えが適切かどうか考える」習慣もつけさせたいところである。 

 

③示された条件を基に数学的に判断し，その理由を記述できる。 

○問題Ｂ５(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・いろいろな場面をとらえて説明する活動を取り入れることが必要である。 

・児童の不十分な説明を改善していくためには，教師が不足している事柄を問いかけて気づか

せたり，よりよい説明となるように考えさせるなど,思考を伴った表現活動が大切である。 

＜今後の指導にあたって＞ 

○場面に応じて言葉や数，式，図，表，ｸﾞﾗﾌを用いて考えたり，説明する活動を多く取り入れ

ることが必要である。（学習指導要領Ｐ60）  

○言語活動では多くの考えを単に取り上げるだけでなく，言葉と図を関連付けたり,より効率的

な方法を考えさせたりするなど，数学的な考え方を育てる活動となるための発問や対応の工

夫が大切である。 

○児童が苦手とする分野や経年的に弱い分野は時間をかけたり,算数的活動をより多く取り入

れ工夫するなど，児童の実態に応じた指導計画が必要である。 

☛分析 

判断した事柄について，根拠をきちんと示して説明することに課題が見られる。 

☛分析 

「もとにする量」を意識せずに，出ている数値をそのまま立式したり，分数にしたりする

傾向が見られる。 


